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（
そ
の
だ　

せ
つ
こ
／
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
）

は
じ
め
に

人
の
移
動
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
個
人
的
選
択
と
し
て
の

移
動
と
集
団
と
し
て
の
移
動
と
が
あ
る
。「
移
民
」
と
は
前
者
の
よ

い
例
で
あ
り
、「
離
散
」「
難
民
」「
強
制
移
住
」
は
、
不
可
抗
力
に

よ
る
集
団
的
移
住
の
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
移
動
は
、ま
た
、

移
動
元
と
移
動
先
と
の
関
係
、
つ
ま
り
、
同
一
文
化
で
あ
る
の
か
、

異
文
化
間
で
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
も
、
移
住
集
団
に
対
し
て
異
な
る

意
味
を
も
た
ら
す
。

人
の
移
動
が
、
受
入
社
会
に
お
い
て
、
移
住
者
の
集
団
的
組
織
化

を
も
た
ら
し
て
き
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

日
本
人
の
移
住
集
団
は
「
県
人
会
」
あ
る
い
は
「
日
本
人
会
」
を

形
成
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
県
人
会
」
は
出
身
地
の
共
有
、
あ

る
い
は
出
身
地
と
の
強
い
紐
帯
の
共
有
と
い
う
地
域
性
を
軸
に
し
た

結
集
で
あ
り
、「
日
本
人
会
」
は
日
本
人
と
い
う
民
族
意
識
を
他
者

に
対
し
発
現
さ
せ
、
結
束
す
る
組
織
化
で
あ
る
。
移
動
が
移
住
者
に

出
身
地
域
へ
の
帰
属
意
識
を
発
露
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
民
族
的
意
識

を
涵
養
さ
せ
る
こ
と
は
、
日
本
人
移
民
の
み
な
ら
ず
、
華
僑
、
印
僑

な
ど
、
移
民
社
会
に
広
く
見
ら
れ
る
現
象
と
い
え
る
。
リ
ー
ジ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
（regionalism

）
を
、
あ
る
地
域
の
人
々
が
そ
の
地
域
に
対

し
て
も
つ
誇
り
や
忠
誠
心
と
い
っ
た
強
い
感
情
で
、
し
ば
し
ば
自
治

へ
の
願
望
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
コ
ウ
ビ
ル
ド
英
英
辞
典

「
移
動
」
が
生
み
出
す
地
域
主
義

―
―
今
日
の
チ
ベ
ッ
ト
社
会
に
み
る
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
汎
チ
ベ
ッ
ト
主
義山

田
孝
子

  
特
集

 

越
境
と
地
域
空
間
―
―
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
と
ら
え
る
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（H
arperCollins Publisher 2004

）
の
例
が
あ
り
、
こ
の
文
字
通
り

の
意
味
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
地
域
性
を
軸
に
し
た
結

集
は
一
種
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
地
域
主
義
）
の
発
露
で
あ
る
と

い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
地
域
主
義
）
は
、
近
年
の
政
治
・
経
済
学

分
野
で
は
、「
主
体
的
な
活
動
単
位
で
あ
る
『
地
域
』
を
形
成
し
、

維
持
し
よ
う
と
す
る
志
向
性
と
そ
の
志
向
性
を
支
え
る
国
家
群
の
集

団
的
意
図
で
あ
る
」
と
す
る
定
義
（
浦
野
他 1982: 5-9

）、ま
た
、「
地

域
に
基
づ
い
た
国
家
間
グ
ル
ー
プ
の
形
成
」
と
す
る
定
義
（
フ
ォ
ー

セ
ッ
ト 1999: 13

）
に
み
る
よ
う
に
、
国
家
を
超
え
た
諸
国
家
か
ら

な
る
広
域
的
地
域
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
と
定
義
さ
れ
、
Ｅ

Ｕ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
と
い
っ
た
国
際
的
経
済
協
力
機
構
を
「
地
域

主
義
」
の
問
題
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
は
、

さ
ら
に
、
地
域
主
義
の
真
の
歴
史
を
一
九
四
五
年
以
前
に
ま
で
遡
る

こ
と
は
難
し
い
と
述
べ
、
そ
れ
ま
で
は
よ
り
広
汎
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・

シ
ス
テ
ム
内
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
地
域
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い

う
観
念
は
忌
避
さ
れ
る
べ
き
言
葉
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
を
提
示
し

て
い
る
（
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト 1999: 13

）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、

「
地
域
主
義
」
と
い
う
概
念
は
当
初
か
ら
国
家
を
超
え
る
グ
ル
ー
プ

の
形
成
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
と
も
い
え
る
。

一
方
、
一
九
七
〇
年
代
初
め
に
、
経
済
学
者
の
玉
野
井
芳
郎
は

「
地
域
主
義
」
を
唱
え
（
清
成 1978: i-ii

）、
清
成
忠
男
も
地
域
主

義
に
よ
る
問
題
解
決
を
論
じ
て
い
る
（
清
成 1978

）。
玉
野
井
は
、

一
九
七
七
年
に
発
表
し
た
論
考
の
な
か
で
、「『
地
域
主
義
』
と
は
一

定
地
域
の
住
民
が
そ
の
地
域
の
風
土
的
個
性
を
背
景
に
、
そ
の
地
域

の
共
同
体
に
対
し
て
一
体
感
を
も
ち
、
地
域
の
行
政
的
・
経
済
的
自

立
と
文
化
的
独
立
性
と
を
追
求
す
る
こ
と
を
い
う
」（
玉
野
井 1990: 

29

）
と
述
べ
る
。
彼
は
、
さ
ら
に
は
こ
の
よ
う
な
地
域
主
義
を
国
が

「
上
か
ら
」
提
唱
し
組
織
す
る
「
官
製
地
域
主
義
」
と
区
別
し
、「
内

発
的
地
域
主
義
」
と
名
づ
け
て
い
る
（
玉
野
井 1990: 88

）。玉
野
井
、

清
成
の
よ
う
に
、
国
民
国
家
の
内
部
か
ら
の
再
編
成
と
し
て
地
域
主

義
を
捉
え
る
立
場
か
ら
の
研
究
も
行
わ
れ
て
き
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
地
域
主
義
は
、
社
会
の
政
治
・
経
済
的
文
脈
に

応
じ
て
、
多
様
な
捉
え
ら
れ
方
を
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

が
、
村
上
勇
介
は
座
談
会
で
、「
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
地
域
主
義
）

の
概
念
に
は
、
政
治
・
経
済
的
自
立
の
志
向
性
と
し
て
、
国
家
間
あ

る
い
は
国
境
を
越
え
る
外
側
に
向
か
う
も
の
と
、
国
家
の
内
側
に
向

か
う
も
の
と
の
二
つ
の
方
向
性
が
あ
る
」
と
、
総
括
的
指
摘
を
行
っ

て
い
る
（
家
田
他 2008: 8

）。
本
稿
で
は
、
上
で
述
べ
た
政
治
・
経

済
学
分
野
で
の
「
地
域
主
義
」
の
定
義
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
も
、

英
語
の
一
般
的
な
意
味
に
即
し
て
、「
地
域
主
義
」
を
次
の
よ
う
な

意
味
で
用
い
な
が
ら
、
分
析
と
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
つ
ま

り
、「
地
域
主
義
」
は
、
一
定
の
空
間
的
領
域
―
―
地
域
―
―
を
、

居
住
地
あ
る
い
は
出
身
地
な
ど
と
し
て
共
有
す
る
こ
と
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
文
化
的
「
一
体
感
」
や
帰
属
意
識
の
形
成
と
い
う
定
義
の
も

と
に
用
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、こ
の
よ
う
に
「
地
域
主
義
」
を
定
義
し
た
上
で
、「
移

動
」
と
い
う
集
団
の
流
動
化
が
、
人
々
に
地
域
主
義
を
い
か
に
顕
現

さ
せ
、
再
活
性
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
し
、
地
域
主
義
が

よ
り
限
定
さ
れ
た
地
域
に
根
ざ
す
も
の
か
ら
、
と
き
に
は
、
地
域
を

越
え
た
民
族
主
義
的
一
体
感
―
―
汎
民
族
主
義
―
―
を
作
り
出
し
う

る
と
い
う
、
そ
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
稿
は
、
移
動
の
な
か

で
も
、
と
く
に
「
難
民
」
と
い
う
国
家
間
の
政
治
的
関
係
の
な
か
で

生
じ
た
移
動
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
社
会
を
事

例
に
、「
地
域
主
義
」
と
汎
チ
ベ
ッ
ト
主
義
の
歴
史
性
と
動
態
を
考

察
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ 

広
義
の
チ
ベ
ッ
ト
社
会

チ
ベ
ッ
ト
社
会
を
、
チ
ベ
ッ
ト
語
を
母
語
と
す
る
集
団
か
ら
な
る

社
会
と
広
義
に
捉
え
る
と
、
こ
れ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
地
帯
か
ら
チ

ベ
ッ
ト
高
原
に
わ
た
る
、
と
て
も
広
大
な
地
域
に
暮
ら
す
人
々
を
含

む
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
西
は
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
か
ら
東
は
四
川

省
、
青
海
省
、
南
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
地
域
に
お
よ
ぶ
、
か
つ
て
の
吐

蕃
王
国
の
最
大
版
図
に
相
当
す
る
地
域
に
チ
ベ
ッ
ト
語
系
集
団
が
暮

ら
し
、
チ
ベ
ッ
ト
語
は
多
く
の
方
言
に
区
別
で
き
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
西
田
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
中
央
地
域
で
は
、
口
語
が
急
速
に

変
化
し
て
標
準
語
化
す
る
と
と
も
に
、
他
の
地
方
の
口
語
は
方
言
と

し
て
存
続
し
て
い
っ
た
と
述
べ
（
西
田 1987: 110
）、
チ
ベ
ッ
ト
語

を
大
き
く
中
央
部
チ
ベ
ッ
ト
方
言
、
南
部
チ
ベ
ッ
ト
方
言
、
ア
ム

ド
方
言
、
カ
ム
方
言
、
西
部
チ
ベ
ッ
ト
方
言
に
分
類
し
て
い
る
（
西

田 1987: 111

）。
さ
ら
に
、
西
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
方
言
分
布
と
分

類
の
研
究
の
な
か
で
、
中
国
国
外
の
チ
ベ
ッ
ト
語
方
言
が
西
部
古
方

言
、
西
部
改
新
的
方
言
、
中
央
方
言
、
南
部
方
言
に
区
別
で
き
る
と

報
告
し
て
い
る
（
西 1987: 192-199

）。

チ
ベ
ッ
ト
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
有
の
チ
ベ
ッ
ト
語
の
間
に

は
か
な
り
顕
著
な
差
異
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
を
ひ
と
つ

の
祖
形
か
ら
伝
承
し
た
形
態
と
し
て
扱
う
の
に
大
き
い
躊
躇
が
な
い

と
い
わ
れ
る
（
西
田 1987: 110

）
言
語
で
あ
る
。
実
際
、
イ
ン
ド

北
西
部
の
ジ
ャ
ム
・
カ
シ
ミ
ー
ル
州
の
ラ
ダ
ッ
ク
地
方
と
チ
ベ
ッ
ト

の
カ
ム
地
方
で
の
調
査
に
お
い
て
実
感
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
西
部

古
方
言
に
属
す
る
ラ
ダ
ッ
ク
語
を
話
す
人
々
と
、
カ
ム
方
言
を
話
す

四
川
省
甘
孜
蔵
族
自
治
州
に
住
む
人
々
と
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
文
字
を

介
し
て
の
意
思
の
疎
通
は
い
く
ぶ
ん
可
能
で
は
あ
る
が
、
通
常
の
会

話
は
成
立
し
な
い
ほ
ど
、方
言
の
分
化
が
進
ん
で
い
る
現
状
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
と
し
て
の
均
質
性
は
、
チ
ベ
ッ
ト
文
字
、

仏
典
な
ど
の
書
物
を
通
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
と
い
う
現
状
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、西
部
チ
ベ
ッ
ト
の
バ
ル
テ
ィ
、プ
ー
リ
ッ
ク
方
言
は
、

東
部
地
域
か
ら
移
住
し
た
チ
ベ
ッ
ト
人
が
土
着
の
バ
ル
テ
ィ
や
プ
ー

リ
ッ
ク
の
人
々
に
浸
透
さ
せ
た
チ
ベ
ッ
ト
語
で
あ
っ
た
と
考
え
る
説
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（
西
田 1987: 125

）
も
あ
る
。
ま
た
、
カ
ム
地
方
の
ニ
ャ
ロ
ン
出
身

の
ア
テ
ン
は
、「
父
に
よ
る
と
、
ニ
ャ
ロ
ン
の
人
々
は
、
そ
し
て
お

そ
ら
く
カ
ム
全
体
が
、
八
世
紀
、
中
国
北
部
を
も
征
服
し
た
吐
蕃
王

国
の
偉
大
な
王
テ
ィ
ソ
ン
・
デ
ツ
ェ
ン
に
よ
っ
て
、
辺
境
地
帯
に
駐

屯
さ
れ
た
軍
隊
の
子
孫
な
の
だ
」
と
語
っ
て
い
る
（N

orbu 1986

［1979

］: 24

）。
こ
の
こ
と
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
周
縁
地
域
で
は
、
歴

史
的
に
吐
蕃
王
国
時
代
に
移
住
し
た
チ
ベ
ッ
ト
人
と
土
着
の
人
々
の

混
合
に
よ
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
地
域
も
少

な
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
九
世
紀
に
お
け
る
吐
蕃
王
国
の
崩
壊
が
各
地
に
小
領
主
国

の
独
立
を
も
た
ら
し
て
き
た
こ
と
を
歴
史
は
物
語
っ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
カ
ム
地
方
の
ニ
ャ
ロ
ン
は
、
ラ
ン
ダ
ル
マ
に
よ
り
吐
蕃
王
国

が
崩
壊
し
た
と
き
、
他
の
多
く
の
チ
ベ
ッ
ト
地
域
と
同
様
に
、
い
く

つ
か
の
対
立
す
る
小
規
模
の
部
族
に
分
裂
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

（N
orbu 1986

［1979

］: 24

）。
ま
た
、
西
チ
ベ
ッ
ト
地
域
に
つ
い

て
み
て
も
、一
〇
世
紀
に
は
、ラ
ダ
ッ
ク
王
国
、ザ
ン
ス
カ
ル
王
国
、

バ
ル
テ
ィ
に
よ
る
ス
カ
ル
ド
王
国
な
ど
の
諸
王
国
の
成
立
を
み
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
（
山
田 2009: 25-26

）。
前
二
者
は
仏
教
王
国
と

し
て
の
政
治
体
制
を
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
維
持
す
る
一
方
で
、
後
者

で
は
イ
ス
ラ
ム
化
が
進
行
し
、
一
四
世
紀
末
に
は
イ
ス
ラ
ム
君
主
国

が
成
立
し
て
い
る
。
バ
ル
テ
ィ
は
イ
ス
ラ
ム
化
し
た
チ
ベ
ッ
ト
語
系

集
団
と
し
て
知
ら
れ
る
人
々
で
あ
る
。

以
上
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、チ
ベ
ッ
ト
語
の
方
言
区
分
は
、チ
ベ
ッ

ト
社
会
が
地
域
的
・
文
化
的
変
異
に
基
づ
く
地
域
主
義
を
内
在
す
る

社
会
で
あ
る
こ
と
を
表
象
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
イ
ス
ラ
ム
化
し

た
バ
ル
テ
ィ
を
除
く
、
広
大
な
地
域
を
お
お
う
広
義
の
チ
ベ
ッ
ト
社

会
に
お
い
て
、
地
域
主
義
を
超
え
る
共
通
性
を
生
み
出
す
原
点
と
し

て
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
広
義
の
チ
ベ
ッ
ト
社
会
は
、
特
定
の
地

域
社
会
に
根
ざ
す
一
体
感
が
強
固
に
維
持
さ
れ
た
地
域
主
義
と
、
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
を
軸
に
し
た
汎
チ
ベ
ッ
ト
主
義
の
競
合
の
な
か
で
成
立

し
て
き
た
社
会
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
の
Ⅱ
、
Ⅲ
節

で
、
チ
ベ
ッ
ト
そ
の
も
の
と
ラ
ダ
ッ
ク
を
事
例
と
し
、
地
域
主
義
の

実
態
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

Ⅱ 

チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
地
域
主
義
の
諸
相

１ 

伝
統
的
な
文
化
的
・
政
治
的
区
分

チ
ベ
ッ
ト
は
、
方
言
区
分
が
示
す
よ
う
に
、
伝
統
的
に
中
央
・
西

部
の
ウ
・
ツ
ァ
ン
地
方
（dbus gtsang

）、
東
南
部
四
川
省
、
青
海

省
、
雲
南
省
に
ま
た
が
る
カ
ム
地
方
（
ド
テm

do stod

と
も
呼
ば
れ

る
）、
東
北
部
の
ア
ム
ド
地
方
（
ド
メm

do sm
ad

）
に
区
分
さ
れ
て

き
た
。
西
田
は
こ
の
三
大
地
域
区
分
が
吐
蕃
王
朝
時
代
に
す
で
に
形

成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
（
西
田 1987: 110

）。
こ

の
伝
統
的
な
三
区
分
は
、チ
ョ
ル
・
カ
・
ス
ム（chol kha gsum

「
地

方
・
三
」）
と
呼
ば
れ
、
人
々
は
こ
れ
ら
地
方
ご
と
の
帰
属
意
識
が

強
い
。し
か
も
、チ
ベ
ッ
ト
人
は
「
最
も
す
ぐ
れ
た
宗
教
は
ウ
・
ツ
ァ

ン
の
地
か
ら
、
最
も
す
ぐ
れ
た
男
は
カ
ム
の
地
か
ら
、
最
も
す
ぐ
れ

た
馬
は
ア
ム
ド
の
地
か
ら
」
と
い
い
（
シ
ャ
カ
ッ
パ 1992: 2; cited 

by 

煎
本 2005: 88

）、
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
属
意
識
を
鮮
明
に
区
別
し
て

表
現
し
て
き
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
は
、
一
七
世
紀
以
降
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
五
世
の

政
権
掌
握
に
よ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
が
再
び
ひ
と
つ
の
統
一
国
家
と
し
て

の
体
裁
を
整
え
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ダ
ラ

イ
・
ラ
マ
政
権
時
代
に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
支
配
が
及
ん
だ
領
域
は
、

チ
ベ
ッ
ト
地
域
に
限
っ
て
も
、
吐
蕃
王
国
時
代
の
領
土
と
必
ず
し
も

常
に
一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
七
二
七
年
に
は
、
中
国
と

チ
ベ
ッ
ト
と
の
国
境
が
ブ
ム
・
ラ
（
寧ニ
ン
チ
ン
シ
ャ
ン

静
山
）
に
立
て
ら
れ
た
標
柱

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
こ
の
地
域
か
ら
西
の
地
域
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

の
支
配
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
東
の
チ
ベ
ッ
ト
の
土
侯
国
や
部
族
は

中
国
の
半
独
立
の
封
土
と
し
て
認
め
ら
れ
た
（
タ
イ
ク
マ
ン 1986: 

14

）
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
政
権
時
代

に
、
す
で
に
カ
ム
地
方
の
多
く
は
半
独
立
の
小
国
に
分
か
れ
、
ウ
・

ツ
ァ
ン
地
方
と
は
別
個
の
政
治
的
帰
属
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ

る
。二

〇
世
紀
初
頭
に
は
、
タ
イ
ク
マ
ン
が
述
べ
る
よ
う
に
、
カ
ム
地

方
に
は
中
国
保
護
下
に
あ
る
主
な
公
国
と
し
て
二
〇
の
公
国
が
存
在

省・区の境界

●

●

●

●

ウ・ツァン

アムド
青海省ラダック

チベット自治区

ネパール

インド

レー

カトマンドゥ ティンブ

ラサ

ブータン
ミャンマー 雲南省

四川省

甘粛省

カム

省・区の境界

図１ チベットにおける地域区分
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し
て
い
た
（
タ
イ
ク
マ
ン 1986: 15

）。
首
長
の
位
階
が
王
（
ギ
ャ
ル

ポ
あ
る
い
は
ジ
ェ
ル
ポ
）
と
な
る
公
国
と
し
て
、
揚
子
江
上
流
域
の

最
大
の
公
国
で
あ
る
デ
ゲ
（
徳
格
）、
ダ
ル
ツ
ェ
ン
ド
を
首
都
と
す

る
チ
ャ
ラ
、
ナ
ン
チ
ェ
ン
、
フ
ラ
ト
、
ヤ
ル
ン
川
上
流
に
あ
る
リ
ン

ツ
ァ
ン
が
あ
り
、
ボ
ン
ポ
（
ペ
ン
ポ
）
の
位
階
を
も
つ
ヤ
ル
ン
川
上

流
に
あ
る
五
ホ
ル
公
国
、
ツ
ァ
コ
、
セ
タ
、
ニ
ャ
ロ
ン
、
さ
ら
に

は
、
雲
南
省
の
ラ
マ
に
よ
る
公
国
ミ
リ
な
ど
に
分
か
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
四
世
が
生
ま
れ
た
一
九
三
五
年
当

時
、
彼
の
生
地
で
あ
る
タ
ク
ツ
ェ
ル
地
域
を
含
む
ア
ム
ド
地
方
は
、

回
教
徒
の
武
将
馬
歩
青
（
マ
プ
ツ
ェ
ン
）
に
よ
っ
て
親
中
国
地
方
政

権
が
打
ち
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
ダ
ラ
イ
・
ラ

マ 2001: 31

）。

さ
ら
に
、
た
と
え
ば
、
ニ
ャ
ロ
ン
地
域
は
、
上
ニ
ャ
ロ
ン
、
下
ニ
ャ

ロ
ン
、
コ
ン
シ
ェ
、
ウ
ル
・
ト
ン
デ
の
四
地
域
に
区
別
さ
れ
、
各
地

域
に
は
統
治
者
と
し
て
氏
族
の
首
長
が
お
り
、
主
要
四
氏
族
の
首
長

は
「
ト
ン
ポ
ン
」、つ
ま
り
、千
の
指
導
者
と
呼
ば
れ
て
い
た
（N

orbu 
1986

［1979

］: 33, 75

）。
彼
ら
は
、
理
論
的
に
は
一
千
家
族
を
率

い
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
一
九
五
〇
年
代
当
時
に
は
、
家
族
数
は

氏
族
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
氏
族
は
さ
ら
に
、
六
〇
か
ら
三
〇
〇

の
家
族
か
ら
な
り
、「
ダ
ポ
ン
」（
矢
の
首
長
）
に
率
い
ら
れ
る
「
デ

ン
シ
ョ
ク
」（
亜
氏
族
）
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
、デ
ン
シ
ョ

ク
は
、
伝
統
的
に
独
立
し
た
単
位
で
、
実
際
的
力
の
行
使
は
こ
れ

ら
の
亜
氏
族
の
手
中
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
（N

orbu 1986

［1979

］: 

75

）、
婚
姻
を
め
ぐ
り
、
と
き
に
は
氏
族
間
あ
る
い
は
デ
ン
シ
ョ
ク

間
の
抗
争
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（N

orbu 1986

［1979

］: 75-77; 

ノ
ル
ブ 1987: 92-95; 

タ
ポ
ン
ツ
ァ
ン 1999: 33-

34

）。
カ
ム
地
方
に
あ
っ
た
公
国
は
、さ
ら
に
小
さ
い
地
域
区
分
に
分

か
れ
、
小
地
域
区
分
ご
と
の
帰
属
意
識
が
強
く
働
い
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

一
方
、
一
九
世
紀
前
半
に
は
、
ニ
ャ
ロ
ン
の
一
人
の
部
族
長
が

ニ
ャ
ロ
ン
全
域
を
支
配
下
に
置
き
、
そ
の
後
デ
ゲ
や
ホ
ル
を
は
じ
め

と
す
る
隣
接
の
国
々
に
侵
入
し
、
一
時
的
に
全
カ
ム
地
方
を
征
服
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（N

orbu 1986

［1979

］: 25; 

ノ
ル
ブ 1987: 

30

）。
こ
の
史
実
は
、
カ
ム
地
方
の
公
国
間
が
対
立
関
係
の
も
と
に

成
立
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
、
こ
の
時
期
は
東
チ
ベ
ッ
ト
全
体
が
混

乱
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
（
タ
イ
ク
マ
ン 1986: 16

）。

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
政
権
の
支
配
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け

て
カ
ム
地
方
に
あ
ま
り
及
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
で

き
る
。

一
九
三
〇
年
代
と
一
九
四
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
統
治
政

府
役
人
と
し
て
ラ
サ
に
駐
在
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
は
、「『
政
治

的
』
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
は
（
成
立
）
当
初
か
ら

一
九
五
一
年
ま
で
常
に
政
治
的
支
配
を
行
使
し
て
き
た
。
こ
れ
を
北

部
、
東
部
に
超
え
た
地
域
（
ア
ム
ド
と
カ
ム
）
は
、
そ
の
民
族
誌
的

拡
張
で
あ
り
、
…
…
こ
の
拡
大
地
域
で
は
、『
政
治
的
』
チ
ベ
ッ
ト

は
、そ
の
支
配
権
を
特
定
の
場
所
で
、不
定
期
に
行
使
し
た
だ
け
で
、

土
地
の
首
長
や
僧
院
長
が
支
配
を
行
使
し
て
し
た
の
で
あ
り
、
一
八

世
紀
以
降
に
は
、
こ
の
地
域
は
散
発
的
に
中
国
人
の
侵
入
を
受
け
て

き
た
」
と
述
べ
る
（Richardson, 1984: 1-2; cited by Goldstein 

1997: xi; 1998: 4

）。
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド

ソ
ン
の
指
摘
に
準
拠
す
る
形
で
、
チ
ベ
ッ
ト
は
「
政
治
的
チ
ベ
ッ

ト
」
と
「
民
族
誌
的
チ
ベ
ッ
ト
」
と
に
区
別
で
き
る
と
述
べ
て
い

る
（Goldstein 1998: 4

）。
こ
れ
ら
の
歴
史
的
事
実
は
、
カ
ム
地
方

や
ア
ム
ド
地
方
の
チ
ベ
ッ
ト
人
の
間
で
は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
へ
の
宗

教
的
帰
属
は
別
に
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
全
体
へ
の
政
治
的
帰
属
意
識
は

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。
伝
統
的
に
は
、
ア
ム

ド
、
カ
ム
と
い
う
地
域
、
さ
ら
に
は
下
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
、
そ
れ
ぞ

れ
の
小
国
や
氏
族
、
あ
る
い
は
亜
氏
族
へ
の
帰
属
意
識
と
い
っ
た
よ

う
に
、
よ
り
限
定
的
な
地
域
主
義
の
方
が
よ
り
一
般
的
で
あ
っ
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２ 

亡
命
政
府
成
立
後
の
チ
ベ
ッ
ト
に
み
る
地
域
性

一
九
五
九
年
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
脱
出
と
そ
の

後
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
亡
命
政
府
の
成
立
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的

チ
ベ
ッ
ト
社
会
に
大
き
な
流
動
化
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
と
く
に
チ

ベ
ッ
ト
は
、
政
治
的
・
行
政
的
に
大
き
く
チ
ベ
ッ
ト
難
民
社
会
、
中

国
の
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
社
会
、
四
川
省
・
青
海

省
・
甘
粛
省
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
社
会
に
区
別
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ダ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
チ
ベ
ッ
ト
周
縁
地
域
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
難
民
の
居
住
地
が
存
在
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

中
国
独
立
後
の
行
政
区
分
の
確
立
と
と
も
に
、
カ
ム
地
方
は
、
四

川
省
を
主
と
し
な
が
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
、
青
海
省
、
雲
南
省
に

行
政
上
分
割
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
き
た
。
一
方
、
ア
ム
ド
地
方

は
、
青
海
省
を
主
と
し
、
一
部
は
甘
粛
省
、
四
川
省
に
ま
た
が
っ
て

い
る
。
省
ご
と
の
行
政
上
の
独
立
性
が
高
い
中
国
に
お
い
て
、
帰
属

す
る
省
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
受
け
る
行
政
的
恩
恵
の
質

の
違
い
、
情
報
の
流
通
性
の
違
い
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
行
政

的
区
分
の
も
と
で
、
チ
ベ
ッ
ト
人
と
し
て
の
民
族
意
識
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
そ
の
下
の
カ
ム
、
ア
ム
ド
、
ウ
・
ツ
ァ
ン
と
い
っ
た
地
域

意
識
さ
え
も
そ
の
形
成
が
政
治
的
に
抑
制
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
改
革
開
放
政
策
の
実
施
と
い
う
中
国
政
府
の
政
策
転
換

後
、
宗
教
の
再
活
性
化
が
認
め
ら
れ
る
な
か
で
、
地
域
主
義
の
活
性

化
が
生
じ
て
い
る
一
面
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
チ
ベ
ッ
ト
の
各
地

域
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
や
ボ
ン
教
の
僧
院
や
伝
統
文
化
の
復
興
が

進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
八
年
ま
で
に
、
ア

ム
ド
地
方
で
も
約
六
九
％
の
僧
院
が
再
建
さ
れ
（
山
田 2008: 6

）、

二
〇
〇
〇
年
代
に
は
ア
ム
ド
や
カ
ム
地
方
で
は
僧
侶
教
育
の
充
実
へ

と
僧
院
の
復
興
が
展
開
さ
れ
て
い
た
（
山
田 2008: 7-11

）。
こ
の

よ
う
な
僧
院
復
興
の
成
功
の
鍵
は
、
二
〇
〇
七
年
に
カ
ム
地
方
、

四
川
省
甘
孜
蔵
族
自
治
州
甘
孜
県
の
僧
院
で
観
察
し
た
こ
と
で
あ
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る
が
、
北
京
政
府
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
リ
ン
ポ
チ
ェ
（
活
仏
）
あ

る
い
は
欧
米
在
住
の
リ
ン
ポ
チ
ェ
に
よ
る
僧
院
へ
の
財
政
的
支
援
に

あ
り
、
リ
ン
ポ
チ
ェ
は
僧
院
の
座
主
と
し
て
自
ら
の
僧
院
の
再
建
に

む
け
て
積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
力
の
あ
る
リ
ン

ポ
チ
ェ
ら
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
財
政
的
支
援
を
当
て
に

で
き
る
か
ど
う
か
も
決
ま
り
、
再
建
の
進
み
具
合
に
は
、
僧
院
間
、

あ
る
い
は
宗
派
間
で
は
っ
き
り
と
し
た
差
異
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ

る
。こ

の
こ
と
は
、
リ
ン
ポ
チ
ェ
と
い
っ
た
高
僧
ら
と
チ
ベ
ッ
ト
内
部

の
み
な
ら
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
外
と
の
「
地
域
意
識
」
に
根
ざ
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
存
在
が
僧
院
復
興
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
改
革
開
放
後
の
チ
ベ
ッ
ト
自

治
区
の
ポ
ロ
ン
地
方
に
お
い
て
、「
ポ
ロ
ン
の
民
で
あ
る
」
と
い
う

共
同
体
意
識
が
文
化
的
伝
統
の
再
活
性
化
の
な
か
で
、
人
々
の
間
に

共
有
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
（D

iem
berger 

2002

）、
カ
ム
地
方
の
甘
孜
県
に
お
い
て
も
、
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
が

進
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
僧
院
は
僧
侶
の
リ
ク
ル
ー
ト
と
い
う

意
味
で
伝
統
的
な
地
域
区
分
と
密
接
な
関
係
を
維
持
し
て
き
た
し
、

現
在
も
こ
の
関
係
を
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
僧
院
の
再
建
は
、

地
域
の
人
々
に
「
○
○
地
域
の
寺
」
と
い
う
意
識
を
は
ぐ
く
む
と
同

時
に
、「
○
○
地
域
の
民
で
あ
る
」
と
い
う
地
域
意
識
を
再
活
性
化

さ
せ
る
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

改
革
開
放
後
の
伝
統
文
化
の
活
性
化
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
、

二
〇
〇
六
年
に
参
与
観
察
し
た
ア
ム
ド
地
方
の
同
仁
で
の
ル
ロ
祭
り

で
は
、
外
国
人
観
光
客
か
ら
入
場
料
を
と
る
な
ど
、
祭
り
の
観
光
資

源
化
が
図
ら
れ
て
い
た
し
、
新
龍
県
の
あ
る
僧
院
で
は
、
僧
院
の
祭

り
と
し
て
ツ
ェ
チ
ュ
祭
が
復
興
さ
れ
、
チ
ャ
ム
（
仮
面
舞
踏
）
が
実

施
さ
れ
（
写
真
１
）、
徳
格
県
の
僧
院
で
は
、
夏
の
安
居
の
あ
と
の

僧
院
の
祭
り
で
、
僧
侶
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
劇
と
舞
踏
が
披
露
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
カ
ム
地
方
で
は
、『
ケ
ー
サ
ル
叙
事
詩
』
の
英
雄
が

カ
ム
地
方
出
身
者
で
あ
る
の
に
因
ん
で
、
ケ
ー
サ
ル
叙
事
詩
を
地
方

独
自
の
文
化
遺
産
と
し
、
ケ
ー
サ
ル
像
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
立
す

る
町
も
出
現
し
て
い
た
（
写
真
２
。
山
田 2008: 7

）。
さ
ら
に
、
カ

ム
地
方
の
チ
ベ
ッ
ト
人
の
間
で
は
青
海
省
、
四
川
省
、
雲
南
省
に
ま

た
が
る
カ
ン
パ
（
カ
ム
の
人
）
全
体
の
祭
り
の
開
催
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
伝
統
文
化
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
も
の
が
、
地
域
ご
と
に
少
し
ず
つ
異
な
る
と
い
う
傾
向
、
い
い
か

え
れ
ば
、
伝
統
の
違
い
に
よ
っ
て
地
域
間
の
差
異
化
を
図
ろ
う
と
す

る
姿
勢
と
と
も
に
、
た
と
え
ば
カ
ン
パ
と
し
て
の
帰
属
意
識
の
よ
う

に
、
か
つ
て
の
領
域
区
分
に
根
ざ
し
た
地
域
主
義
の
活
性
化
が
図
ら

れ
る
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
日
で
も
、
出
身
地
を
遠
く
離
れ
て
出
会
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
人
は
ま

ず
、
ウ
・
ツ
ァ
ン
、
ア
ム
ド
、
カ
ム
と
い
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統
的

三
大
地
域
区
分
に
よ
っ
て
出
身
地
を
確
か
め
合
い
、
そ
の
上
で
、
さ

ら
に
お
互
い
に
か
つ
て
の
公
国
を
示
す
、
伝
統
的
地
域
名
を
あ
げ

て
、
ど
こ
の
出
身
者
で
あ
る
の
か
を
お
互
い
に
確
か
め
合
う
こ
と
を

よ
く
目
に
す
る
。
か
つ
て
の
伝
統
的
な
地
域
区
分
を
軸
に
し
た
地
域

意
識
は
健
在
で
あ
り
、
○
○
地
域
と
い
う
地
域
主
義
は
、
今
日
の
地

域
活
性
化
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
一
九
五
九
年
以
降
の
チ
ベ
ッ
ト
人
の
帰
属
意
識
に
お

い
て
最
も
特
徴
的
な
こ
と
は
、
一
九
八
七
年
の
ラ
サ
の
蜂
起
、

二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
を
契
機
と
し
た「
独
立（
解

放
さ
れ
た
）
チ
ベ
ッ
ト
」
を
求
め
る
政
治
運
動
な
ど
に
表
出
さ
れ
る

よ
う
に
、
ア
ム
ド
、
カ
ム
、
ウ
・
ツ
ァ
ン
と
い
っ
た
地
域
主
義
を
越

え
た
チ
ベ
ッ
ト
人
意
識
が
よ
り
顕
著
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ

ト
内
の
領
域
区
分
を
越
え
た
意
識
は
、
汎
チ
ベ
ッ
ト
主
義
と
名
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
汎
チ
ベ
ッ
ト
主
義
と
い
う
こ
と
の
で

き
る
チ
ベ
ッ
ト
人
と
し
て
の
帰
属
意
識
の
形
成
は
、
中
国
国
内
に
お

け
る
政
治
的
地
位
が
動
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

が
、こ
こ
に
は
、「
他
者
」
と
の
社
会
的
境
界
の
形
成
と
そ
の
強
さ
が
、

内
な
る
集
団
を
一
体
化
し
、
チ
ベ
ッ
ト
人
と
い
う
「
自
己
」
意
識
の

形
成
を
促
進
さ
せ
る
と
い
う
普
遍
的
傾
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

写真 1 東チベットの僧院で復興されたチャム（2006 年）

写真 2 カム地方の町に建立されたケーサル像（2006 年）
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３ 
チ
ベ
ッ
ト
難
民
社
会
に
み
る
地
域
主
義

イ
ン
ド
に
お
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
人
は
、
難
民
と
し
て
約
三
七
ヵ

所
、
ネ
パ
ー
ル
に
お
い
て
一
二
ヵ
所
、
シ
ッ
キ
ム
・
ブ
ー
タ
ン
に

お
い
て
九
ヵ
所
の
居
留
地
に
離
散
し
て
暮
ら
す
、
ま
さ
に
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
そ
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ス
イ
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
な
ど
、
イ
ン
ド
か
ら
遠
く
離
れ
た
海
外

に
居
住
す
る
チ
ベ
ッ
ト
人
も
い
る
。
と
く
に
ス
イ
ス
に
は
初
期
か

ら
チ
ベ
ッ
ト
人
の
居
留
地
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
ブ
ー
タ
ン
各
地
に
定
住
し
て
い
く
過
程

す
べ
て
を
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
居
住
地
へ
の
定
住

過
程
の
な
か
に
は
、
地
域
主
義
が
露
骨
に
表
出
さ
れ
た
事
例
も
み

と
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
北
イ
ン
ド
の
ビ
ー
ル
に
形
成
さ
れ
た

二
ヵ
所
の
居
留
地
は
カ
ム
地
方
の
デ
ゲ
公
国
出
身
者
で
満
た
さ

れ
、
マ
ン
デ
ュ
ワ
ラ
の
居
留
地
は
カ
ム
地
方
の
リ
ン
ツ
ァ
ン
公
国

出
身
者
で
固
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
居
留
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
出
身
者
が
協
会
を
組
織
し
、
土
地
を
購
入
し
て
形
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
居
留
地
へ
の
加
入
権
は
そ
の
出
身
者
あ
る
い
は
、

出
身
者
と
婚
姻
関
係
を
も
つ
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
南
イ
ン
ド
の
居
留
地
は
、
イ
ン
ド
政
府
提
供
の

借
地
（
九
〇
年
間
の
借
地
契
約
）
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
ビ
ラ
ク
ッ
ペ
の
居
留
地
で
聞
き
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
南
イ
ン
ド
の
居
留
地
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
に
よ
る

選
別
を
と
お
し
て
入
植
者
が
決
定
さ
れ
、入
植
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
、
亡
命
政
府
主
導
の
も
と
、
伝
統
的
地
域
区
分
を
幾
分
拡

散
さ
せ
る
よ
う
な
、
民
主
的
な
入
植
者
選
定
が
進
め
ら
れ
た
と
い
わ

れ
る
。
個
別
の
地
域
主
義
を
越
え
た
チ
ベ
ッ
ト
人
と
し
て
の
一
体
性

を
優
先
さ
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
に
お
い
て
、
民
主
的
政
治
体
制

の
確
立
が
模
索
さ
れ
、
一
九
八
八
～
一
九
九
〇
年
の
第
一
〇
期
議
会

に
お
い
て
、
民
主
的
代
議
員
選
挙
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
基
づ
き
、
第
一
一
期
議
会
か
ら
民
主
的
な
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
た
代
議
員
に
よ
る
政
治
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

選
挙
に
お
い
て
、僧
侶
に
つ
い
て
は
、ニ
ン
マ
派
、ゲ
ル
ッ
ク
派
、カ
ー

ギ
ュ
派
、
サ
キ
ャ
派
、
ボ
ン
教
の
各
宗
派
に
応
じ
て
、
僧
侶
以
外
の

一
般
人
に
つ
い
て
は
伝
統
的
三
地
域
区
分
へ
の
帰
属
に
応
じ
て
、
選

挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
代
議

員
は
、
五
宗
派
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
名
ず
つ
、
三
地
域
区
分
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
一
〇
名
ず
つ
、
欧
米
等
の
海
外
居
住
者
か
ら
三
名
、
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
の
直
接
任
命
に
よ
る
三
名
と
い
う
形
で
選
出
さ
れ
、
合
計
四
六

名
の
代
議
員
に
よ
っ
て
議
会
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

代
議
員
の
選
出
に
お
い
て
、
伝
統
的
地
域
区
分
は
重
要
な
選
出
基

準
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、選
出
さ
れ
た
代
議
員
は
、

自
分
の
選
挙
母
体
の
利
益
の
た
め
に
働
く
の
で
は
な
く
、
チ
ベ
ッ
ト

人
全
体
の
た
め
に
働
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
イ

ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
ブ
ー
タ
ン
の
居
留
地
の
な
か
に
は
、
上
記
で
述

べ
た
よ
う
に
、
地
域
性
が
温
存
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
一
方
、
各

地
域
出
身
の
チ
ベ
ッ
ト
人
が
混
住
す
る
居
留
地
も
存
在
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
居
留
地
に
よ
っ
て
は
、
投
票
す
る
相
手
は
出
身
地
に
よ
っ

て
ば
ら
ば
ら
と
な
る
上
、
人
々
は
自
分
の
帰
属
、
同
じ
居
留
地
に
住

む
他
の
チ
ベ
ッ
ト
人
と
の
帰
属
の
違
い
を
常
に
確
認
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
難
民
の
間
で
は
、
汎
チ
ベ
ッ
ト
主
義

が
標
榜
さ
れ
る
一
方
で
、
ア
ム
ド
、
カ
ム
、
ウ
・
ツ
ァ
ン
と
い
う
地

域
に
根
ざ
す
帰
属
意
識
―
地
域
主
義
―
は
明
確
に
維
持
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
チ
ベ
ッ
ト
難
民
社
会
に
お
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
へ

の
帰
還
と
い
う
政
治
目
標
上
、
汎
チ
ベ
ッ
ト
主
義
が
原
則
と
な
る
一

方
で
、
現
実
に
は
、
個
々
の
チ
ベ
ッ
ト
人
は
出
身
地
と
の
つ
な
が
り

を
維
持
す
る
現
状
と
な
っ
て
い
る
。「
難
民
」
と
い
う
移
動
形
態
は
、

帰
還
が
実
現
さ
れ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
故
地
に
帰
還
す
る
こ
と

を
想
定
す
る
の
で
あ
り
、こ
こ
に
地
域
主
義
温
存
の
必
然
性
を
み
る
。

チ
ベ
ッ
ト
外
に
居
住
す
る
チ
ベ
ッ
ト
人
は
、
常
に
故
地
へ
の
帰
還
を

前
提
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
故
地
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
独
自
の
方
法

で
維
持
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
難
民
社
会
に
お
い
て
は
、

個
別
の
地
域
主
義
の
維
持
と
汎
民
族
主
義
（
あ
る
い
は
汎
チ
ベ
ッ
ト

主
義
）
の
形
成
と
が
、
故
地
へ
の
帰
還
に
む
け
て
の
両
輪
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

Ⅲ 

ラ
ダ
ッ
ク
に
み
る
汎
チ
ベ
ッ
ト
主
義

西
チ
ベ
ッ
ト
あ
る
い
は
小
チ
ベ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
て
き
た
よ
う
に
、

ラ
ダ
ッ
ク
は
歴
史
的
に
チ
ベ
ッ
ト
と
深
い
関
係
の
も
と
に
発
展
し
て

き
た
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
分
離
独
立

は
、
そ
の
後
の
イ
ン
ド
―
中
国
の
戦
争
も
重
な
り
、
ラ
ダ
ッ
ク
―
チ

ベ
ッ
ト
の
交
流
を
完
全
に
途
絶
え
さ
せ
て
き
た
。
他
方
、
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
の
イ
ン
ド
へ
の
亡
命
と
チ
ベ
ッ
ト
難
民
の
流
入
は
、
ラ
ダ
ッ
ク

に
と
っ
て
再
び
チ
ベ
ッ
ト
と
の
交
流
を
再
活
性
化
さ
せ
る
も
の
と

な
っ
て
き
た
。
実
際
、
一
九
六
九
年
に
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
首
都
レ
ー
近

郊
の
チ
ョ
ク
ラ
ム
サ
に
チ
ベ
ッ
ト
難
民
の
居
留
地
が
建
設
さ
れ
、

一
九
八
九
年
に
は
チ
ャ
ン
タ
ン
地
区
に
居
留
地
が
設
立
さ
れ
、
ラ

ダ
ッ
キ＊

１

は
日
常
的
に
チ
ベ
ッ
ト
人
と
接
触
す
る
時
代
を
迎
え
て
い

る
。ラ

ダ
ッ
ク
と
チ
ベ
ッ
ト
の
従
来
の
関
係
に
お
い
て
は
、
両
者
の
交

流
は
ラ
ダ
ッ
キ
の
学
僧
が
チ
ベ
ッ
ト
の
大
僧
院
で
学
ぶ
、
あ
る
い
は

交
易
の
隊
商
が
訪
れ
る
と
い
っ
た
点
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え

る
。
し
か
し
、
チ
ベ
ッ
ト
難
民
の
定
着
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ラ
ダ
ッ
キ

に
と
っ
て
初
め
て
の
チ
ベ
ッ
ト
人
と
の
日
常
的
接
触
の
開
始
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ラ
ダ
ッ
ク
―
チ
ベ
ッ
ト
間
の
歴
史

的
関
係
を
概
観
し
た
上
で
、
近
年
の
チ
ベ
ッ
ト
難
民
の
定
住
に
よ
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り
、
チ
ベ
ッ
ト
人
と
の
日
常
的
な
接
触
が
ラ
ダ
ッ
キ
の
文
化
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

１ 

ラ
ダ
ッ
ク
―
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
的
関
係

ラ
ダ
ッ
ク
の
歴
史
は
、
ラ
ダ
ッ
ク
が
古
く
か
ら
カ
シ
ミ
ー
ル
経
由

で
イ
ン
ド
仏
教
を
受
け
る
な
か
で
、
チ
ベ
ッ
ト
と
の
政
治
的
関
係
を

背
景
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
各
派
の
浸
透
を
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ダ
ッ
ク
―
チ
ベ
ッ
ト
の
関
係
に
お
い
て
、
交

易
を
と
お
し
た
経
済
的
交
流
も
重
要
な
部
分
を
占
め
て
き
た
。
た
だ

し
、
両
者
の
関
係
は
必
ず
し
も
平
和
的
共
存
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
で
き
ず
、
と
き
に
は
交
易
の
利
害
を
め
ぐ
り
、
戦
争
が
起

き
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
デ
ル
ダ
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
と
息
子
で
あ
る
デ
レ
ク
・

ナ
ム
ギ
ャ
ル
（D

eleg N
am

gyal, ca.1640-1680

）
の
治
世
に
は
、

改
革
派
ゲ
ル
ッ
ク
派＊

２

の
拡
大
を
画
策
す
る
チ
ベ
ッ
ト
―
モ
ン
ゴ
ル
軍

の
攻
略
を
受
け
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
大
戦
争
の
始
ま
り
で
あ
り
、
こ

の
戦
争
は
一
六
七
九
～
一
六
八
五
年
の
間
続
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、

こ
の
講
和
に
お
い
て
交
易
規
則
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
戦
争
の
背
景
に
は
、
交
易
を
め
ぐ
る
対
立
が
あ
っ
た
こ
と

を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、ラ
ダ
ッ
ク
に
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
主
な
宗
派
で
あ
る
、デ
ィ

グ
ン
・
カ
ー
ギ
ュ
派
、
ド
ゥ
ク
パ
・
カ
ー
ギ
ュ
派
、
ゲ
ル
ッ
ク
派
、

サ
キ
ャ
派
、
ニ
ン
マ
派
の
僧
院
が
あ
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
次
の

よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
ラ
ダ
ッ
ク
に
伝
播
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る

（
山
田 2009: 30-32

）。

①　

一
二
一
五
年
に
は
、
デ
ィ
グ
ン
・
カ
ー
ギ
ュ
派
の
祖
で
、

一
一
七
九
年
に
チ
ベ
ッ
ト
に
デ
ィ
グ
ン
僧
院
を
建
立
し
た
ジ
ク

テ
ン
・
ゴ
ン
ポ
が
、
ラ
ダ
ッ
ク
に
僧
院
を
建
て
る
た
め
に
僧
侶

を
派
遣
し
て
い
る
。

②　

ラ
ー
チ
ェ
ン
・
ゴ
ル
ッ
プ
王
の
治
世
（
一
三
〇
〇
～

一
三
二
五
年
頃
）
に
は
、
中
央
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
学
僧
の
派
遣
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。

③　

第
二
次
ナ
ム
ギ
ャ
ル
王
朝
の
タ
シ
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
王
の
時
代

（
一
五
〇
〇
～
一
五
三
〇
年
頃
）
に
は
、
デ
ィ
グ
ン
派
の
フ
ィ
ア

ン
・
ゴ
ン
パ
が
建
立
さ
れ
、
中
央
チ
ベ
ッ
ト
の
儀
礼
様
式
を
導

入
し
、
大
蔵
経
の
書
写
、
チ
ョ
ル
テ
ン
造
り
な
ど
の
仏
教
事
業

に
力
を
傾
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

④　

セ
ン
ゲ
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
王
の
時
代
（
一
五
九
〇
～
一
六
三
五

年
頃
）
に
は
、
ド
ゥ
ク
パ
・
カ
ー
ギ
ュ
派
の
偉
大
な
ラ
マ
僧
タ

ク
ツ
ァ
ン
・
レ
ー
チ
ェ
ン
が
招
か
れ
、
ヘ
ミ
ス
、
チ
ェ
ム
レ
、

タ
シ
ゴ
ン
、ハ
ン
レ
に
僧
院
が
建
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。ド
ゥ

ク
パ
・
カ
ー
ギ
ュ
派
は
ラ
ダ
ッ
ク
王
家
と
結
び
つ
き
、
王
国
の

庇
護
を
受
け
発
展
す
る
が
、
と
く
に
、
ヘ
ミ
ス
・
ゴ
ン
パ
は
、

ド
ゥ
ク
パ
・
カ
ー
ギ
ュ
派
の
ラ
ダ
ッ
ク
地
方
に
お
け
る
最
重
要

拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
タ
ク
ツ
ァ
ン
・
レ
ー
チ
ェ
ン
の
死
後
、

チ
ベ
ッ
ト
で
の
興
隆
を
背
景
に
し
た
ゲ
ル
ッ
ク
派
が
次
第
に
力

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

⑤　

一
五
世
紀
の
タ
ク
ブ
ン
・
デ
王
の
治
世
（
一
四
〇
〇
～

一
四
四
〇
年
頃
）
に
は
、
ゲ
ル
ッ
ク
派
の
僧
侶
ラ
ワ
ン
・
ロ
ロ

よ
り
、
カ
ダ
ム
派
の
僧
院
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
ス
ピ
ト
ク
・

ゴ
ン
パ
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ラ
ワ
ン
・
ロ
ロ

に
よ
っ
て
ゲ
ル
ッ
ク
派
の
教
義
が
積
極
的
に
ラ
ダ
ッ
ク
に
導
入

さ
れ
、
僧
院
の
な
か
に
は
、
宗
派
を
変
更
し
再
建
さ
れ
た
も
の

が
あ
っ
た
。
現
在
、
ゲ
ル
ッ
ク
派
は
、
他
に
テ
ィ
ク
セ
・
ゴ
ン

パ
、
リ
ゾ
ン
・
ゴ
ン
パ
、
サ
ス
ポ
ー
ル
・
ゴ
ン
パ
、
サ
ブ
ー
・

ゴ
ン
パ
な
ど
多
く
の
寺
を
持
ち
、
ラ
ダ
ッ
ク
に
お
い
て
デ
ィ
グ

ン
・
カ
ー
ギ
ュ
派
と
並
ぶ
勢
力
と
な
っ
て
い
る
。

⑥　

一
五
世
紀
後
半
に
レ
ー
地
区
で
唯
一
の
サ
キ
ャ
派
僧
院
、
マ

ト
ゥ
・
ゴ
ン
パ
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

⑦　

ニ
ン
マ
派
は
、
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
が
ラ
ダ
ッ
ク
を
訪
れ
た

と
き
に
伝
播
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
レ
ー
地
区
の
ニ

ン
マ
派
僧
院
は
、
一
四
三
〇
年
に
パ
ド
マ
・
テ
ィ
ン
レ
ー
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
い
う
、
サ
ク
テ
ィ
村
に
あ
る
タ
ッ
ク
タ

ク
・
ゴ
ン
パ
が
現
在
ま
で
残
る
の
み
で
あ
る
。

ラ
ダ
ッ
ク
に
お
け
る
各
宗
派
の
僧
院
の
栄
枯
盛
衰
は
、
ラ
ダ
ッ
ク

王
家
と
の
関
係
に
左
右
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
僧

院
は
ラ
ダ
ッ
キ
の
生
活
の
安
寧
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
、
人
々
の

生
活
の
な
か
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ラ
ダ
ッ
キ

の
多
数
派
を
占
め
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
は
、
日
常
的
な
仏
教
儀
礼
の

実
践
に
縁
取
ら
れ
た
生
活
を
送
っ
て
き
た
し
、
現
在
も
ほ
ぼ
変
わ
り

な
い
生
活
が
送
ら
れ
て
い
る
。
チ
ャ
ム
を
伴
う
僧
院
の
祭
り
は
、
昔

も
今
も
ラ
ダ
ッ
キ
の
生
活
に
お
い
て
、
楽
し
み
の
場
と
な
っ
て
い
る

（
写
真
３
）。

写真 3 ラダックの僧院におけるチャム（1984 年）
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２ 
ラ
ダ
ッ
ク
に
み
る
汎
チ
ベ
ッ
ト
的
規
範
化
の
傾
向

チ
ョ
ク
ラ
ム
サ
の
チ
ベ
ッ
ト
難
民
居
留
地
に
は
、
一
九
七
五
年
に

Ｓ
Ｏ
Ｓ
‐
Ｔ
Ｃ
Ｖ
（
Ｓ
Ｏ
Ｓ
チ
ベ
ッ
ト
子
ど
も
の
村
）
中
学
校
が
設

立
さ
れ
た
。
二
〇
〇
三
年
当
時
二
五
六
〇
人
の
生
徒
を
抱
え
る
大
き

な
学
校
と
な
っ
て
い
た
が
、
生
徒
の
う
ち
二
〇
％
は
ラ
ダ
ッ
キ
の
生

徒
と
な
っ
て
い
た
（
山
田 2005b: 72

）。
こ
の
学
校
の
校
長
は
、「
ラ

ダ
ッ
キ
に
お
い
て
チ
ベ
ッ
ト
語
の
正
書
法
が
い
い
加
減
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
学
校
は
ラ
ダ
ッ
キ
に
正
し
い
チ
ベ
ッ
ト
語
の
正
書
法
を
教

え
る
場
所
と
も
な
っ
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
た
。

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ラ
ダ
ッ
ク
語
は
発
音
上
ラ
サ
方
言
と

は
い
ち
じ
る
し
く
異
な
る
方
言
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
チ
ベ
ッ
ト
語

の
素
養
の
な
い
ラ
ダ
ッ
キ
が
、
発
音
に
沿
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
文
字
で
正

書
す
る
と
、
間
違
う
こ
と
が
多
い
こ
と
が
実
情
と
な
っ
て
い
る
。
実

際
、
調
査
中
に
録
音
し
た
テ
ー
プ
を
書
き
起
こ
す
の
に
、
チ
ベ
ッ
ト

語
を
よ
く
知
ら
な
い
ラ
ダ
ッ
キ
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
間
違
い
が
多
く
て
使
い
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
し
ば

し
ば
経
験
し
た
。

ラ
ダ
ッ
キ
の
生
徒
の
受
け
入
れ
は
、
チ
ョ
ク
ラ
ム
サ
の
チ
ベ
ッ
ト

難
民
社
会
が
ラ
ダ
ッ
キ
社
会
と
の
共
存
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
語
教
育
の
場
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
を
と
お
し

て
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
正
書
法
の
普
及
、
チ
ベ
ッ
ト
文
化
の
浸
透
を
図

る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
ラ
ダ
ッ
ク
語
の

正
書
法
を
め
ぐ
っ
て
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
正
書
法
を
正
確
に
維
持
す

べ
き
と
す
る
立
場
と
、
発
音
に
忠
実
な
ラ
ダ
ッ
ク
語
の
口
語
正
書
法

を
も
普
及
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
と
の
間
で
、
対
立
が

起
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
ラ
ダ
ッ
ク
語
の
口
語
に

即
し
た
正
書
法
を
普
及
さ
せ
る
目
的
で
発
行
さ
れ
て
き
た
、
雑
誌

『Ladags M
elong

』
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
正
書
法
を
堅
持
さ
せ
よ
う

と
す
る
仏
教
徒
協
会
と
の
対
立
の
な
か
で
、
二
〇
〇
七
年
の
夏
以
降

休
刊
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
（T

sering A
ngm

o 2007

）。
こ
こ
に

は
、ラ
ダ
ッ
ク
語
の
民
族
言
語
と
し
て
の
復
権
と
い
う
意
味
で
の「
地

域
主
義
」
の
活
性
化
と
、
チ
ベ
ッ
ト
語
と
の
一
体
化
と
い
う
意
味
で

の
汎
チ
ベ
ッ
ト
主
義
と
の
葛
藤
の
な
か
で
、
言
語
の
汎
チ
ベ
ッ
ト
化

が
進
行
す
る
さ
ま
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
イ
ン
ド
国
内
の
チ
ベ
ッ
ト
難
民
社
会
に
仏
教
僧
院
が
再
建

さ
れ
て
い
く
と
と
も
に
、
ラ
ダ
ッ
キ
の
僧
侶
は
再
建
さ
れ
た
僧
院
へ

と
学
び
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
南
イ
ン
ド

の
セ
ラ
・
ジ
ェ
僧
院
に
は
、
ラ
ダ
ッ
ク
か
ら
の
学
僧
の
た
め
の
カ
ム

ツ
ェ
ン
（
修
学
僧
の
寮
）
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
に
訪

れ
た
デ
ラ
ド
ゥ
ン
に
あ
る
デ
ィ
グ
ン
・
カ
ー
ギ
ュ
派
の
僧
院
で
は
、

ラ
ダ
ッ
キ
が
僧
院
大
学
の
学
長
に
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま

た
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
自
身
の
ラ
ダ
ッ
ク
訪
問
も
他
の
地
域
に
比
べ
て

頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
と
ラ
ダ
ッ
キ
自
身
が
語
っ
て
い
た
が
、
こ
れ

を
物
語
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
三
年
に
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
ラ
ダ
ッ
ク

の
調
査
で
は
、
レ
ー
郊
外
の
イ
ン
ダ
ス
河
畔
に
、
以
前
に
は
な
か
っ

た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
専
用
の
宿
泊
施
設
が
整
え
ら
れ
て
い
る
の
を
み
た

の
で
あ
っ
た
。
ラ
ダ
ッ
ク
に
お
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
い
わ
ゆ
る

本
山
と
の
直
接
交
流
が
急
速
に
進
み
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
規
範
化
が

い
っ
そ
う
進
む
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ラ
ダ
ッ
キ
仏
教
徒
に
お
け
る
汎
チ
ベ
ッ
ト
的
規
範
化

は
、
イ
ン
ド
独
立
後
の
ラ
ダ
ッ
ク
仏
教
徒
協
会
主
導
に
よ
る
連
邦
政

府
直
轄
地
の
地
位
を
求
め
る
政
治
運
動
（
山
田 2009: 179-180

）

と
も
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ャ
ム
・
カ
シ

ミ
ー
ル
州
内
で
の
多
数
派
で
あ
る
ム
ス
リ
ム
へ
の
対
抗
と
し
て
、
チ

ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
を
後
ろ
盾
に
、
仏
教
徒
と
し
て
広
く
チ
ベ
ッ
ト
社

会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
チ
ベ
ッ
ト
人
と
の
連
帯
を
志
向

し
て
き
た
と
も
い
え
る
。
さ
ら
に
、
ラ
ダ
ッ
ク
仏
教
徒
に
み
る
汎
チ

ベ
ッ
ト
的
規
範
化
は
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
ラ
ダ
ッ
キ
の
シ
ャ

マ
ニ
ズ
ム
の
実
践
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。

３ 

ラ
ダ
ッ
キ
・
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
み
る
汎
チ
ベ
ッ
ト
化

ラ
ダ
ッ
キ
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
お

け
る
数
回
の
調
査
、
二
〇
〇
三
年
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
約

二
〇
数
年
間
の
時
間
経
過
は
、
彼
ら
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
実
践
に
連

続
性
と
変
化
と
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
こ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
現

代
化
と
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
身
体
化
と
い
う
点
か
ら
別
稿
で
論
じ
て
い

る
（
山
田 2005a

）。
こ
こ
で
は
、
シ
ャ
マ
ン
の
実
践
に
お
け
る
、

と
く
に
汎
チ
ベ
ッ
ト
化
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に

し
た
い
。

ま
ず
、
シ
ャ
マ
ン
の
衣
装
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
の

調
査
時
に
、
と
く
に
下
手
ラ
ダ
ッ
ク
地
方
で
は
、
か
つ
て
シ
ャ
マ
ン

の
衣
装
に
は
特
別
な
も
の
は
な
く
、
日
常
的
な
衣
装
で
シ
ャ
マ
ン
の

儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
実
際
に

は
、
当
時
す
で
に
下
手
ラ
ダ
ッ
ク
に
お
い
て
も
、
上
手
ラ
ダ
ッ
ク
地

方
に
お
い
て
も
シ
ャ
マ
ン
は
特
別
な
衣
装
、
道
具
を
使
っ
て
、
儀
礼

的
行
為
を
行
っ
て
い
た
。
ニ
ン
マ
派
の
僧
侶
の
間
で
は
通
常
の
仏
教

儀
礼
に
お
い
て
も
身
に
つ
け
ら
れ
る
、
五
仏
を
描
い
た
頭
冠
、
胸
当

て
、
前
掛
け
を
ま
と
い
、
手
に
は
で
ん
で
ん
太
鼓
、
金
剛
鈴
、
と
き

に
は
金
剛
杵
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
衣
装
・
道

具
と
い
う
点
で
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
的
規
範
化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。ま

た
、
シ
ャ
マ
ン
に
憑
依
す
る
霊
の
認
定
・
確
定
に
あ
た
っ
て

は
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
僧
院
の
高
僧
（
た
い
て
い
僧
院
長
）
で
あ
る
リ
ン

ポ
チ
ェ
の
承
認
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
シ
ャ
マ
ン
へ

の
修
業
の
道
に
入
る
に
あ
た
っ
て
、
霊
の
分
離
儀
礼
（
ラ
ポ
ッ
ク 

lha phog

）
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
加
入
儀
礼
」
を
経
る
こ
と
が
必

要
と
み
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
儀
礼
そ
の
も
の
は
、
五
仏
の
識
別
を

問
う
こ
と
、
仏
を
招
来
す
る
経
典
の
読
誦
な
ど
（
山
田 2009: 348-

357

）、
仏
教
儀
礼
上
の
知
識
を
習
得
さ
せ
る
と
い
う
色
彩
の
も
の
と
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な
っ
て
い
た
。　

こ
の
よ
う
な
形
式
的
な
側
面
で
の
規
範
化
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ャ

マ
ン
の
憑
依
霊
、
儀
礼
中
の
シ
ャ
マ
ン
に
よ
る
患
者
の
依
頼
に
対
す

る
回
答
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
的
規
範
化
が
進
み

始
め
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
村
人
は
「
チ
ベ
ッ
ト
難
民
と
と
も
に
チ

ベ
ッ
ト
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
が
逃
れ
て
き
た
の
で
、
シ
ャ
マ
ン
に

な
る
人
が
増
え
て
き
た
」
と
語
る
よ
う
に
、
従
来
の
ラ
ダ
ッ
ク
で
知

ら
れ
て
い
た
神
々
だ
け
で
は
な
く
、
チ
ベ
ッ
ト
起
源
の
神
々
が
人
々

の
信
仰
の
世
界
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
シ
ャ

マ
ン
に
憑
依
す
る
神
々
の
な
か
に
は
、
ラ
ダ
ッ
ク
在
来
の
村
の
ラ
ー

の
み
で
は
な
く
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
上
の
護
法
尊
が
登
場
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
に
観
察
す
る
こ
と
の
で
き
た
事
例
で
は
あ
る
が
、

一
人
の
シ
ャ
マ
ン
は
、
依
頼
者
に
指
示
す
る
儀
礼
の
多
く
（
回
答
中

の
六
一
・
九
％
）
が
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
が
よ
く
利
用
す
る
『
パ
ル

ダ
ン
ラ
モ
の
占
い
書
』
に
登
場
す
る
儀
礼
と
な
っ
て
い
た
（
山
田 

2009: 390

）。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
の
事
例
で
は
、
シ
ャ
マ
ン
は
ラ

ダ
ッ
ク
地
方
内
ば
か
り
で
は
な
く
、
チ
ベ
ッ
ト
系
の
人
々
が
暮
ら
す

隣
接
す
る
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
の
村
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド

ヒ
マ
ラ
ヤ
東
部
の
ア
ル
ナ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
の
村
々
ま
で
、

出
か
け
る
と
語
っ
て
い
た
（
山
田 2009: 382

）。

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
的
規
範
化
を
鍵
に
、
ラ
ダ
ッ
キ
シ
ャ
マ
ン
の
儀
礼

は
広
範
囲
に
ま
た
が
る
チ
ベ
ッ
ト
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
と
い
う
動
態
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
ラ
ダ
ッ
キ
の
シ
ャ

マ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
も
汎
チ
ベ
ッ
ト
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ラ
ダ
ッ
ク
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
難
民
と

の
接
触
は
、
ラ
ダ
ッ
キ
に
お
け
る
汎
チ
ベ
ッ
ト
主
義
の
浸
透
を
促
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
事
例
は
、
チ
ベ
ッ
ト
社
会
で
進
行
す
る
ほ
ん

の
一
面
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
示
し
た
「
地
域
主
義
」
の

諸
相
―
―
よ
り
限
定
さ
れ
た
地
域
主
義
と
汎
チ
ベ
ッ
ト
主
義
―
―
と

は
、
決
し
て
対
立
的
に
表
象
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
と
も
に
共
存

す
る
も
の
で
あ
り
、
文
脈
に
応
じ
て
ど
ち
ら
か
が
顕
現
す
る
と
い
え

よ
う
。
よ
り
狭
い
地
域
を
基
盤
と
す
る
地
域
主
義
が
堅
固
に
維
持
さ

れ
る
一
方
で
、
チ
ベ
ッ
ト
人
に
と
っ
て
は
チ
ベ
ッ
ト
の
独
立
、
あ
る

い
は
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
帰
還
、
ラ
ダ
ッ
キ
に
お
い
て
は
ジ
ャ
ム
・
カ
シ

ミ
ー
ル
州
内
に
お
け
る
政
治
的
自
立
の
主
張
と
い
う
よ
う
に
、
特
定

の
政
治
的
文
脈
に
お
い
て
汎
チ
ベ
ッ
ト
主
義
が
活
性
化
す
る
。
た

だ
し
、
い
ず
れ
の
意
識
も
、「
難
民
」
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
人
の
動
態

な
く
て
は
顕
在
化
し
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
起
こ
り
え
た
と
し
て

も
、
急
速
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ま
な
け

れ
ば
、
こ
の
進
展
は
も
っ
と
遅
々
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
も
い
え

よ
う
。

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
地
域
主
義
」
を
一
定
の
空
間
的
領

域
を
共
有
す
る
こ
と
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
文
化
的
「
一
体
感
」
あ
る

い
は
帰
属
意
識
の
形
成
と
定
義
す
る
と
、
こ
の
概
念
が
村
と
い
う
小

さ
い
共
同
体
単
位
、
あ
る
い
は
い
く
つ
か
の
村
か
ら
な
る
か
つ
て
の

領
主
国（
公
国
）、チ
ベ
ッ
ト
の
三
大
領
域
区
分
、さ
ら
に
は
汎
チ
ベ
ッ

ト
主
義
と
も
い
え
る
広
義
の
チ
ベ
ッ
ト
社
会
に
い
た
る
、
多
様
な
領

域
レ
ベ
ル
を
内
包
す
る
概
念
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
こ
と
と
も
い
え

る
。「
地
域
主
義
」
が
政
治
学
・
経
済
学
分
野
で
、
超
国
家
的
あ
る

い
は
超
地
域
的
概
念
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
現
在
一
般
的
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
、
と
く
に
小
地
域
区
分

に
立
脚
す
る
「
地
域
主
義
」
は
、
よ
り
「
顔
の
見
え
る
者
同
士
」
に

形
成
さ
れ
る
、
よ
り
分
節
化
さ
れ
た
地
域
―
―
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ

ン
―
―
に
根
ざ
し
た
意
識
と
い
う
点
で
、
む
し
ろ
ミ
ク
ロ
・
リ
ー

ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
稿
は
、「
移
動
」
を
契
機
と
し
て
促
進
さ
れ
た
集
団
意
識
の
動

態
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
人
々
の
集
団
意
識
に
は
、

汎
チ
ベ
ッ
ト
主
義
の
よ
う
に
国
境
・
国
家
を
越
え
る
よ
り
広
範
囲
の

地
域
的
連
帯
へ
と
向
か
う
も
の
の
誕
生
を
み
る
と
同
時
に
、
地
域
内

の
内
側
に
向
か
う
、
よ
り
ミ
ク
ロ
な
地
域
主
義
の
維
持
が
共
存
す
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
現
代
化
あ
る
い
は
グ
ロ
ー

バ
ル
化
は
、
自
己
と
他
者
と
の
境
界
の
形
成
と
曖
昧
化
と
を
促
進
す

る
な
か
で
、
内
な
る
地
域
に
目
を
向
け
た
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
も
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
を
物
語
る
。
つ
ま
り
、
現
代
社
会
に

お
い
て
、
よ
り
分
節
化
さ
れ
た
地
域
空
間
は
、
単
な
る
生
活
空
間
と

し
て
の
意
味
を
も
つ
だ
け
で
は
な
く
、
広
域
社
会
に
お
い
て
、
政
治

的
、
経
済
的
、
あ
る
い
は
社
会
的
他
者
に
対
し
て
、
集
団
と
し
て
の

連
帯
性
、
あ
る
い
は
帰
属
意
識
の
結
節
点
と
し
て
の
意
味
を
も
ち
う

る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
特
定
の
小
地
域
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
場
を
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
捉
え
、
そ

れ
に
立
脚
す
る
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
を
捉
え
る

視
点
も
ま
た
、
共
同
体
、
地
域
社
会
の
動
態
を
語
る
上
で
重
要
と
な

る
。◉

謝
辞

　
　
　

本
研
究
は
、
平
成
一
八
～
二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

Ｂ
「
チ
ベ
ッ
ト
の
文
化
復
興
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
関
す
る

文
化
人
類
学
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
煎
本
孝
）
の
研
究
分
担
者
と
し

て
実
施
し
た
調
査
、
お
よ
び
平
成
二
〇
～
二
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
基
盤
研
究
Ｃ
「
西
チ
ベ
ッ
ト
、
ラ
ダ
ッ
ク
に
お
け
る
現
代
化
と
シ
ャ

マ
ニ
ズ
ム
の
動
態
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
山
田
孝
子
）に
よ
っ

て
実
施
し
た
調
査
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

◉
注

＊
１　

ラ
ダ
ッ
ク
語
で
は
、
ラ
ダ
ッ
ク
地
方
の
人
々
は
ラ
ダ
ッ
ク
ス
パ
と

呼
ば
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
地
方
の
人
々
を
指
す
場
合
に
は
、
英

語
で
一
般
的
に
使
わ
れ
る
ラ
ダ
ッ
キ
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。

＊
２　

チ
ベ
ッ
ト
語
でdge lugs pa

と
表
記
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
チ
ベ
ッ
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ト
仏
教
の
黄
帽
派
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ラ
ダ
ッ
ク
の
人
々
の
発
音
に

そ
っ
て
、ゲ
ル
ッ
ク
派
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
用
い
て
い
る
。
以
下
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
各
派
の
名
称
は
、
ラ
ダ
ッ
ク
語
の
発
音
に
そ
っ
た
カ

タ
カ
ナ
書
き
と
し
て
い
る
。
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